
                           令和 4（2022）年１０月 

      
 

キンモクセイの甘くさわやかな香りが漂い始めました。皆様におかれましては、ますますご

清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は当院の医療連携について格別のご理解とご協力を頂き、厚く御礼申し上げます。 

今月は南但訪問看護センターをご紹介いたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退院前カンファレンス 

南但訪問看護センター 

訪問看護の様子 

住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために 

   ～「笑顔」と「思いやり」で安心をお届けします～ 

南但訪問看護センターは、八鹿病院が昭和５６年から行っていた訪問看護を受け継ぐ形で、

１９９３年２月に開設されました。早いもので来年には開設から 30 年を迎えることがで

き、これも地域の開業医の先生方をはじめ医療機関の皆様のおかげと感謝しております。 

当センタ－は、各々の地域における利用者ニーズに対応できるよう、八鹿病院併設の本部

と朝来・日高・関宮にサテライト事務所を設け、現在は 600 名を超える利用者の方に訪問

看護を提供しています。 

近年では超高齢化・少子化社会に加え、コロナ禍による入院面会の制限等により在宅ケア

の需要が高まっています。「病気や障がいがあっても住み慣れた家で暮らしたい」「人生の最

期を自宅で迎えたい」と望まれる方が増えている一方で、「家族だけで介護や医療的ケアが

できるだろうか」「一人暮らしだけど大丈夫だろうか？」と在宅療養に不安を抱いている方

も多くおられます。 

訪問看護は、地域で暮らす赤ちゃんから高齢者まで全ての年代の方に、医療と生活の両方

の視点から「その人らしい暮らし」を支援するのが大きな役割になります。利用者様・家族

様の希望や思いを確認しながら、できる限りその人らしく暮らすことをお手伝いしてい

きます。また、在宅看取りにも力を入れており、年間約 40～50 件の在宅看取りを支

援しています。 

今後も、医療と介護の連携を密に行い、住み慣れた地域で安心して過ごして頂けるよ

う、利用者様・家族様に寄り添い、質の高い在宅ケアを推し進めていきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

南但訪問看護センタ－ 小谷 裕都子 



   
 

【 着 任 】 （10 月 1 日付） ～よろしくお願いします～ 

 

 

 

 

 

 

  

       （ 外  科 ）     （ 外  科 ）     （ 老人保健施設 ） 
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【 退 任 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お産の休止 

 産婦人科の常勤医師不足により、令和 4 年 11 月末をもって、当院での分娩を休止

させていただくことになりました。受診中の皆さまをはじめ、地域住民ならびに関係機

関の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 産婦人科外来は、12 月以降も継続し、診察・妊婦健診などを 

行います。出産後の産後ケアにつきましては継続しますので、 

ご利用ください。 

※（ご予約について） 
現在常勤医師一名体制につき、予約受付日から2週間ほどお待ちいただいている状況です。 

受診予約をされる場合は、早めにご予約いただきますようお願いいたします。 

 

なお、緊急に受診が必要な場合は、産婦人科外来へお電話にてご相談ください。 

                【ご連絡先】産婦人科外来 079-662-5555（代表） 

（9 月 30 日付） ～お世話になりありがとうございました～ 

（ 外 科 ）   河嶋 基晴  安達 祐里 

初診時の選定療養費がかかりません。（選定療養費がかからない場合もあります） 

紹介状がなければ 医科：7,000 円 歯科：5,000 円かかります。 

予約なしで来院された場合、待ち時間が長くなる場合がございます。 

     → 休診の場合もございますので、あらかじめ受診予約していただく 

ことをおすすめします。 

医師の異動 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

CT・MRI 検査のご予約を、お電話でも承っております。 

     CT・MRI 検査の実施時間延長：毎週水曜日 17：00～18：00 

 

外来診察の事前予約受付時間を（月・火・水・金）の 18 時 30 分まで延長して 

いますのでご利用ください。 

摂食嚥下認定看護師のご紹介 

公立八鹿病院 地域医療連携室  

 TEL 079-662-5555（代表） FAX 079-662-3143（直通） 

摂食・嚥下認定看護師  吉谷通子 

摂食・嚥下障害看護認定看護師は摂食嚥下機能を評価し、適切な嚥下訓練や食事に

ついてプランを立案し、チームで実践しています。さらに栄養低下や窒息、脱水、  

誤嚥性肺炎などを予防する役割があります。 

 私は、患者さんの普段の食事場面においてむせや咀嚼困難などの症状があった場合

に、医師や言語聴覚士と協働して嚥下機能評価を行い、食事摂取時の姿勢調整や安全

な介助方法などの提案・指導を行っています。 

 摂食嚥下障害は、脳神経疾患だけでなく加齢や認知症によっても起こります。嚥下

機能のフレイルは老人性嚥下機能低下といわれ、嚥下障害のリスクとなります。口腔

器官の筋力・感覚低下を予防し、嚥下機能向上を目指して嚥下体操や舌の運動を実施

したり、誤嚥を防ぐための呼吸機能を向上させるため呼吸リハビリを行います。また

認知症患者においては、食行動の障害に対して症状に応じた介助方法を検討し、食事

の選定やポジショニングなど機能の改善が困難であっても安全に経口摂取が継続で

きるよう食支援を行っています。脳血管障害にともなう嚥下障害は急性期に経管栄養

が必要な場合であっても、早期から口腔マッサージや顔面マッサージなどのリハビリ

を行い、嚥下機能だけでなく覚醒や認知機能向上などの脳へのアプローチも行って経

口摂取への移行を目指しています。 

摂食嚥下障害が起こる原因は様々ですが、私は

患者さんの「食べたい」思いに寄り添い、安全に

経口摂取が継続できるような関わりをしていき

たいと思っています。また経口摂取が困難となっ

た時には、患者さん自身が障害を受け入れ、経口

以外の栄養方法や療養方法について一緒に考え

られるよう支援をしていきたいです。 

 



公立八鹿病院 地域医療連携室 〒667-8555兵庫県養父市八鹿町八鹿1878-1 
[TEL] 079-662-5555（内線 1360）[FAX] 079-662-3143（直通） 

[E-mail]renkeisitu@hosp.yoka.hyogo.jp 
 

  
 

 

日 月 火 水 木 金 土 

10/16 10/17 

×脳外 千葉医師 

×歯科 渡辺医師 

 

10/18 

×内科 森田医師 

×歯科 渡辺医師 

 

10/19 

×内科 島田医師 
×外科 水田医師 

（10/26 代診あり） 

10/20 10/21 

×眼科 松岡医師 

10/22 

 

10/23 10/24 

×胃腸 岸本医師 

10/25 

×総診 倉橋医師 
（代診あり） 

10/26 

×内科 藤澤医師 

 

10/27 

×内科 藤澤医師 

10/28 

×脳外 福森医師 

×総診 髙木医師 
（代診あり） 

10/29 

10/30 10/31 11/1 11/2 11/3 11/4 

×内科 田村医師 

×内科 藤澤医師 

×整形 元津医師 

11/5 

11/6 11/7 11/8 11/9 

×内科 島田医師 

 

11/10 11/11 11/12 

11/13 

 

11/14 11/15 11/16 11/17 

×内科 馬庭医師 

11/18 11/19 

   １０・１１月 休診情報 

１０月 ２日（日） 國屋医院 國屋 正史 先生（内科系） 

１０月１６日（日） 大屋診療所 加藤   健 先生（内科系） 

１０月 3０日（日） 枚田クリニック 枚田 一広 先生（外科系） 

１１月 ６日（日） 大屋診療所 加藤  健 先生（内科系） 

 

１０・１１月 養父市医師会応援 日直予定表 

このたび、インターネット Wi-Fi の通信環境を整備し、利用できる範囲が拡大しました。

なお、入院病棟については従前どおり利用可能です。 

 利用可能エリア） ・外来待合（1・2 階）周辺  ※ 新設 

         ・入院病棟（4～11 階）    ※ 従前どおり 

利用時間）    ・外来待合（1・2 階） 平日 8：00～18：00（時間制限あり） 

         ・入院病棟（4～11 階） 24 時間利用可能 

利用方法・パスワード） 

    当該エリアで使用される際は、パスワードが必要になります。 

（ポスターを掲示しておりますので、ご覧の上、ご利用ください） 

 


